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１．概要（Summary） 

本研究では，Cu2O/Cu水分解光電極の太陽光水素変

換効率向上を目指し，光電極に三次元Cu2Oナノ構造体

を利用した．三次元ナノ構造体の作製方法として，湿式

化学酸化法を選択した．化学酸化させる時間を変更する

ことにより，ナノ構造体の形態制御を試みた． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 高精度電子線描画装置一式 

【実験方法】 

まず，銅基板を混合化学溶液(2.5 MのNaOH水溶液

50 ml，0.125 Mの(NH4)2S2O8水溶液50 ml)に浸すこと

により酸化反応を生じさせ，基板上に CuOナノフラワ

/Cu(OH)2ナノワイヤを作製した．その後，CuO と

Cu(OH)2を Cu2O に変化させるため，不活性ガス中にて，

加熱温度 500°C，加熱時間 1 hの条件にて加熱還元をさ

せた．さらに，作製した Cu2Oナノ構造体を有する Cu基

板を用いて光電極を作製し，人工太陽光を照射して定電

位水分解を行うことにより，光電流密度の測定を行った．

また，光電流密度を用いて太陽光水素変換効率を導出し

た．SEM観察は実施機関の高精度電子線描画装置一

式を用いて行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 化学反応時間を 70 minにすることによって，太陽光水

素変換効率が最大となった．最大光電流密度は 2.03 

mA/cm2，太陽光水素変換効率 2.50%が得られた．

Fig.1(a)，(b)，(c)はそれぞれ反応時間 60 min，70 min，

80 minにて作製した CuOナノフラワ/Cu(OH)2ナノワイ

ヤの観察像である．Fig.1(b)は Fig.1(a)，(c)と比べると，

ナノフラワの大きさが大きく，密度が高いことが分かる． 
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Fig. 1 SEM images of CuO nanoflower/Cu(OH)2 

nanowire with reaction time of (a) 60 min, (b) 70 

min and (c) 80 min. 

 

この結果より，ナノ構造体が反応時間 70 minにて大き

さ・数ともに最大となり，光電極の太陽光エネルギー吸収

量が最大となったため，太陽光水素変換の高効率化に期

待できる． 
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